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せつでんいしきかざ

節電を意識したイルミネーションが飾られ
ことしちか

今年もクリスマスが近づいてまいりました｡
かぞく

クリスマス､といえばプレゼント｡家族や
ゆうじん　　　　　　こ　とし　　ひさいち　　かたがた　　おも

友人､また今年は被災地の方々-思いを
ほうおお

よせておられる方も多いのではないでしょうか｡
あいきずな

クリスマスは､愛･粋のベースがあふれています
ほんめんにんげんそうご

反面､人間相互のこのクリスマスには､
かんけいおもほう

｢わたしには関係ないわ｣と思っておられる方も

おられるかもいるかもしれません｡

JlLlスマス鯵　CHRISTNAS
れい結い

CHRJST(キりスト)HAS(礼拝)です

キリストなしのクリスマスはありえませんo

そして､それゆえに､ウリスマス鯵

恭啓厄のための　ウItスマス　なのです.
よろこし

すぼらしい喜びの知らせ
かみさまあいしようこ

神様がわたしたちを費している証拠なのです｡

ら.?毒や短

功与えにiLbっ虎僧k)に世(奈Lbた)を愛された｡

潜　幸に　菅のひと=亡を

かみ

じ　っ

はうわたし

との方にSって私たちに.いの与を　　串･
ズ_

かみよ

柵坤とのひtL J=を世につblわし.　勧

背ませてくだまい手した｡ここに
かみあいわたししめ

神の饗が　私たちに示まれだのです｡

ねんまえたんじようあかえいえんあいけいかく

なか2 0 96OJ一前に誕生した空き望ま永遠の愛の計画の
中で　預言されたとおりの　神の御子でした｡
かみかたひと

神であられる方が　人となられたのです｡
なんわたしあいかみさま

何のために?　私たちを愛してやまない神様が

ひとりごをプレゼントしてくださることにより
わたし　　　　　　　すく　　　へいあん　　きぽう　　あた

私たちに　救いと平安と希望を与えるためです｡
あかねんかんわたしおなちじようす

この赤ちゃんは33年間私たちと同じ地上に住み
わたしけいけんくるなやあじきいごじゆうじか

私たちの経験する苦しみ悩みを味わい最後は十字架で
わたしっみばつみがうし

私たちのすべての罪の罰を身代わりに受けて死なれ､
さんにちめ

三日目によみがえられました｡
じつかみさまわたしあい

クリスマスは実に神様が私たちを愛しているという

さいごよほんとう

最後までお読みくださって本当にありがとうございま
ときかかみさま

どうか､このクリスマスの時､変わることのない神様
あいうと

の愛を　どうぞ受け取ってください｡

日本同盟茎雷教思　　　…芸3去:0.273XBT3F:Rh+.?7O6:271657　牧師
/:1､甘美　71ぎ

宣教子母口キリスト教会:rL'崇h.Leohk:;;買慧ipLd.urd..,,協力宣教者　W.シグリスト



預よどそそ始冒家ヵク
言玖ノののま畜ラリ
さな誕王様苦り小ニス
れ生室生宣子すま屋やマ
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っ服遠の手であるーiJ JJ･転読蕩漸･
涯を送るかなど何百年も前に旧約聖書で

ていました｡

見みた､は
)永遠のベストセうー恩讐からこと LJR払ま77よう｡･また､驚くべ遠矩
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いと吟か竺享年
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新約聖書ルカによる福音書2章1節から20節

(日本聖書刊行会　新改訳第3版　より)
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せんーせくかい冒.･i> ～'ニうみんとうろく　>

-そのこ〝ろ､全世界の住居費轟を

ち上-れいこうてい

せよという勅令が､皇帝アウグス

で

トから出た｡

そうとくさい

2これは､クレニオがシリヤの総督であったときの最し.+　.レゆうみんとうろく

初の住民嬉あった｡とうろく　　　　　　じだ3それで'人々心みな､登録のために'それぞれ自分
まちb

の町に向かって行った｡

まち

4ヨセフもガリラヤの町ナザレから､ユダヤのベツレ

皇ちの_どかれ

ヘムというダビデの町へ上って行った｡彼は'ダビデ

かけいちすじ

の家系であり血筋でもあったので､
みおもっま

5身重になっているいいなずけの妻マリヤもいっしょ
とよノろ-

に登録するた細であった｡　あい.i,　　つき　みるところが'彼らがそこにいる間に､マリヤは月が満ちて'
･L,んしういごうぬのかいば

7男子の初子を産んだ｡それで'布に-るんで'飼葉

ねやどやかればしょ

おけに寝かせた｡宿屋には彼らのいる場所がなかったからである｡
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とちひつじか

8さて､この土地に'羊飼いたちが､

ひつじむみまも

しながら羊の群れを見守っていた｡

し8つかかれ

9すると'主の使いが彼らのところに
まわてかれ

が回りを照らしたので､彼らはひどく
みつか　　　　かれ

恐亨来き
のeJゆ-　　よぽん野宿で夜番を

しゅえいこう

て､主の栄光れた｡

みつか

1 5御使い

たが

たちは互い

こ　ち

しゆ

て､主が私た
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知し合あら
ら　っ　を

せた離婆
て　o　れ

かえひつじか
帰ったとき､羊飼い

ベツレヘムに行っ

できごとみ

ったこの出来事を見

柑御使いは彼らに言った｡1 2あなたがたは､

ぬの

布に-るま

つおそ

て　恐れるこt鯵あLJ審せん｡て飼葉おけに寝て
かいば　　　　　　　ね
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缶だ功です｡今E)タビ苛のJTで
すくぬし

あ虻出た　　-　t

雷慧慧荒す｡

こ

て来よう｡｣

いそ

1 6そして急いで行

つ

かいば

て'マリヤとヨセフと､飼葉おけ

ねさがあ

に寝ておられるみどりごとを捜し当てた｡

みひつじかおさなご

けそれを見たとき'羊飼いたちは'この幼子についてつし告げられ誓｣と陀知らせたo　ひつじか　措な1 8それを聞いた人たちはみな､羊飼いの話したことにおどろ
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こころおさ

これらのことをすべて心に納め

良

れるみどりごを見つけます｡

これが､あなたがたのた

約-告｡45ZnLブ1`　｣Fかみ　　　　　さんぴ　　　　かえ話のとおりだったので､神をあがめ､賛美しながら帰
ひつじか

20羊飼いたちは､

み　き　　　　　　　　　　せんぶ　みつか見聞きしたことが､達部御使いⅥ

って行った｡


